
S A B C D

（極めて⾼い⽔準で達成している） （⾼い⽔準で達成している） （標準的な⽔準で達成している）（最低限の⽔準で達成している）
（未達成である）

1つでもあてはまれば不合格

1

先⾏研究事例や社会的事象
を収集・分析し、課題を発
⾒することができる。
（E）

⾃律的に、多くの先⾏研究
事例や社会的事象を収集・
分析し、社会的に価値のあ
る課題を発⾒することがで
きる。

⾃律的に、先⾏研究事例や
社会的事象を収集・分析
し、課題を発⾒することが
できる。

指導教員の助⾔を参考にし
ながら、先⾏研究事例や社
会的事象を収集・分析し、
課題を発⾒することができ
る。

指導教員の指導に従い、先
⾏研究事例や社会的事象を
収集・分析し、課題を発⾒
することができる。

先⾏研究事例や社会的事象
の収集・分析も課題の発⾒
もすることができない。

2

先⾏研究事例や社会的事象
を収集・分析した結果と発
⾒した課題を説明すること
ができる。（E）

⾃律的に、先⾏研究事例や
社会的事象を収集・分析し
た結果と発⾒した課題を、
レポート及びプレゼンテー
ションによりわかりやすく
説明することができる。

⾃律的に、先⾏研究事例や
社会的事象を収集・分析し
た結果と発⾒した課題を、
レポート及びプレゼンテー
ションで説明することがで
きる。

指導教員の助⾔を参考にし
ながら、先⾏研究事例や社
会的事象を収集・分析した
結果と発⾒した課題を、レ
ポート及びプレゼンテー
ションで説明することがで
きる。

指導教員の指導に従い、先
⾏研究事例や社会的事象を
収集・分析した結果と発⾒
した課題を、レポート及び
プレゼンテーションで説明
することができる。

先⾏研究事例や社会的事象
を収集・分析した結果と発
⾒した課題を、レポート及
びプレゼンテーションで説
明することができない。

3

⾃⾝の関⼼のある分野につ
いて理解を深め、進路につ
いて指針を⽴てることがで
きる。（E）

主体的に調査を⾏い、⾃⾝
の進路についての具体的な
指針と今後の具体的な⾏動
計画を⽴てることができ
る。

調査を⾏い、⾃⾝の進路に
ついての指針と⼤まかな今
後の⾏動計画を⽴てること
ができる。

調査を⾏い、⾃⾝の進路に
ついて具体的な指針を⽴て
られる。

調査を⾏い、⾃⾝の進路に
ついて⼤まかな指針を⽴て
られる。

調査を⾏わない。⾃⾝の進
路について指針を⽴てられ
ない。
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